
会場・お問合せ：神戸アートビレッジセンター（担当　大泉）
〒652-0811 神戸市兵庫区新開地5-3-14 　TEL 078-512-5500　FAX 078-512-5356

 

2017.10.30プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「追想」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて「追想」を上映する運びとなりました。
　本作は、第二次世界大戦時、ノルマンディー上陸作戦さなかのドイツ占領下フランスを舞台に、愛する妻子
を殺された平凡な医師の凄惨な報復劇を描いた本作は、『冒険者たち』(67) のロベール・アンリコ監督による
最高の復讐映画になります。主演は『地下鉄のザジ』(60)『ニュー・シネマ・パラダイス』(89) のフィリップ・
ノワレと『ルートヴィヒ / 神々の黄昏』(72)『離愁』(73) のロミー・シュナイダー。その美しさで夫を魅了
し優 しく愛する妻を演じたロミー・シュナイダーは、円熟した演技と輝くような美貌を存分に発揮し、まさ
に代表作の名にふさわしい作品に仕上げてみせた。夫役のフィリッ プ・ノワレは、悲惨な現実と甘い追想と
の間で彷徨う男の鬼気迫る演技を見事に演じ、フランスを代表する演技派俳優の名を確かなものにする。
ふたりは本作で 第 1回セザール賞最優秀男優賞&女優賞を受賞、本作は作品賞も受賞しました。 1975 年の
フランス映画界を席巻した傑作映画『追想』が 40年ぶりに蘇ります。
つきましては、本作をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げます。
何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：1944年、ドイツ兵たちによる陰湿なパルチザン狩りが続く占領下フランスの小都市モントーバン
で、外科医のジュリアンは、美しい妻クララ、一人娘のフロランスと幸せな家庭生活を送っていた。ドイツ兵
の最後の足掻きが続く中、ジュリアンは妻と娘を田舎へと疎開させるが、後日、疎開先を訪ねた彼はナチス武
装親衛隊（SS）に惨殺された家族の無残な姿を目にすることになる。復讐を誓い、古いショットガンひとつ
で一人また一人と兵士たちを殺害していくー。

「追想」
（1975年 / フランス / 102 分）
配給：コピアポア・フィルム
監督：ロベール・アンリコ
出演：フィリップ・ノワレ
　　　ロミー・シュナイダー　ほか
上映時間：12/9（土） ～14（金）10:45
12/15（日）～22（金） 12:50
料金：一般 1700円、学生 1400円
シニア 1100円
※かぶっクラブ会員割引、障がい者割引適用あり

ロミー・シュナイダーの妖艶な美しさが遺憾なく発揮された、
70年代フランスを代表する愛と感動の反戦映画

(C)2011 - LCJ Editions et Productions. ALL RIGHTS RESERVED.



会場・お問合せ：神戸アートビレッジセンター（担当　大泉）
〒652-0811 神戸市兵庫区新開地5-3-14 　TEL 078-512-5500　FAX 078-512-5356

 

2017.10.30プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「あさがくるまえに」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて「あさがくるまえに」を上映する運びとなりました。
　気鋭の女性監督カテル・キレヴェレは、独自の映像スタイルで世界を席巻しているミレニアム世代監督たち
の中でも代表格的存在として、今最も映画界が注目している監督の一人です。愛する人を喪失した後に、残さ
れた者たちが背負う悲しみや苦しみ。その登場人物ひとりひとりの内面に寄り添い、彼らのポートレイトとし
て、静かに炙り出すような手法がキレヴェレ監督作品の最大の魅力です。本作『あさがくるまえに』でもその
手腕は遺憾なく発揮されています。
 　今回の作品の元となったのは、20０3年に発表されたメイリス・ド・ケランガルの独創的な文体が話題となっ
たベストセラー小説” Réparer les vivants “ ( 日本未翻訳 )です。映画化が困難だと思われたこの原作の文体
を、彼女は見事に映像のリズムに写しとり、そこに彼女だけの視点を加えることで、映画だからこそ表現でき
る感動を私たちに与えてくれます。
つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げま
す。何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：ル・アーブル。夜明け前、ガールフレンドがまだまどろみの中にいるベッドをそっと抜け出し、友
人たちとサーフィンに出かけたシモン。しかし彼が再び彼女の元に戻ることはなかった。帰路、彼は交通事故
に巻きこまれ、脳死と判定される。報せを受けた彼の両親は、その現実を受け止めることができない。医師は
シモンが蘇生する可能性は無く、両親に移植を待つ患者のために臓器の提供を求めるのだが。その時間の猶予
は限られている‥。
 

「あさがくるまえに」
（2016年／フランス・ベルギー／104分）
配給：リアリーライクフィルムズ
         コピアポア・フィルム
監督：カテル・キレヴェレ
主演：タハール・ラヒム
　　　エマニュエル・セニエ ほか　　　
上映時間：
12/9（土） ～14（金）12:50
12/15（日）～22（金） 10:45
料金：一般 1700円、学生 1400円
シニア 1100円
※かぶっクラブ会員割引、障がい者割引適用あり

映画化争奪戦となった話題のベストセラー小説を、新しい感性で完全映像化 !
ル・アーブルからパリへ。紡がれる、愛と喪失、そして再生の物語。

© Les Films Pelléas, Les Films du Bélier, Films Distribution / ReallyLikeFilms
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2017.10.30プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「夜間もやってる保育園」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、「夜間もやってる保育園」を上映する運びとなりました。
　本作品は、知られざる現実を描いたドキュメンタリー。待機児童が大きな社会問題となる中、多様な働き方
や家庭の事情に対応するべく、現在全国に約 80カ所の認可夜間保育園が存在している。完全オーガニックの
給食による食育や療育プログラム、卒園後の学童保育など独自の試みを続けている新宿区の 24時間保育園「エ
イビイシイ保育園」を中心に、北海道、新潟、沖縄の保育現場を取材。様々な事情から子どもを預ける親や、
保育士たちの葛藤と喜び、子どもたちの生き生きとした姿など、制度や数字からだけでは知ることのできない
現実を通し、社会のかたちを浮かび上がらせていく。少子化が進むいっぽうで大きな社会問題になっている待
機児童。国と自治体にとって喫緊の課題ですが、認可夜間保育園の数は全国で約８０。夜間に子どもを預けて
まで働く親と夜間保育園への偏見や批判も多くあります。映画を通してその問題を考えるきっかけになれば幸
いです。
つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げま
す。何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：新宿歌舞伎町に隣接する大久保で 24時間保育を行う「エイビイシイ保育園」では、完全オーガニッ
クの給食による食育や多動的な子どもたちへの療育プログラム、卒園後の学童保育など、独自の試行錯誤をつ
づけていました。さらに北海道、新潟、沖縄の保育現場を取材しました。
監督は『ただいま それぞれの居場所』で介護福祉現場のいまを鮮やかに描いた大宮浩一。さまざまな事情で
子どもを預ける親や保育士たちの葛藤やよろこび。すくすくと育つ子どもたちの笑顔や寝顔や泣き顔…。知ら
れざる夜間保育の現場から、家族のありかた、働きかた、いま私たちが暮らしているこの社会のかたちを照ら
します。

「夜間もやってる保育園」
（2017年／日本／ 111分 )
配給：東風
監督：大宮浩一
上映時間：
12/9（土） ～22（金） 14:55
会場：KAVCシアター
料金：一般 1700円、学生 1400円
　　　シニア 1100円

※かぶっクラブ会員割引、障がい者割引適用あり

映画が映し出す、制度や数字からだけでは
知ることのできない豊かな現実

(C) 夜間もやってる製作委員会
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2017.10.30プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「ソニータ」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、「ソニータ」を上映する運びとなりました。
　本作品は、ラッパーになることを夢見ながら、イランで難民生活を送るアフガニスタン出身の少女を追い、
第 32回サンダンス映画祭ワールドシネマドキュメンタリー部門でグランプリを獲得したドキュメンタリー。
アフガニスタンには、親が決めた相手と結婚するという古くからの習わしがあり、その裏には、多額の結納金
と少女を引き換えるという事実がある。それだけではなく、イランでは女性が公の場で歌うことさえ禁じられ
ている。そんな中でもソニータは、自分を信じて闘い続け、悲しみや怒りをラップに込めて歌うことで、自ら
の運命を切り拓いていく。一人の少女を通して、アフガニスタンの難民の問題、そしてその風習を知ることは
もちろん、どんな過酷な境遇の中でも戦い続ける強い意志に心が動かされる注目作です。
　つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げ
ます。何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：ソニータの夢は有名なラッパーになること。しかし、現在の彼女のファンはイランの首都テヘラン
の子ども保護施設の子どもたちだけであり、パスポートも滞在許可証もなく、アフガニスタンのタリバンから
逃れてきた難民の彼女は、不法移民としてこの施設で心の傷を癒やすためのカウンセリングや将来のアドバイ
スを受けている。アフガニスタンに住む親は、16歳になったソニータを、古くからの習慣どおりに見ず知ら
ずの男性に嫁がせようとする。夢を追いかけたいソニータに結婚する気はない。しかし、家族との関係も失い
たくない。ジレンマを抱えながらも女性が歌うことが許されないイランで、ソニータはどうしたらラッパーに
なる夢を叶えることが出来るのだろうか？ロクサレ・ガエム・マガミ監督は、取材対象の人生に関与すべきか
どうか悩みながらも、同じ女性としてこの問に答えるようにソニータの夢と人生に深く関わることとなる。監
督の協力でビデオクリップを製作すると、運命を変える出来事が起きる。
2016年『第 32回サンダンス映画祭』ワールドシネマドキュメンタリー部門グランプリ、観客賞受賞。

「ソニータ」
（2015年／スイス・ドイツ・イラン／ 91 分 )
配給：ユナイテッドピープル
監督：ロクサレ・ガエム・マガミ　
主演：
ソニータ・アリザデ、ロクサレ・ガエム・マガミ
上映時間：
12/9（土） ～22（金）17:10
会場：KAVCシアター
料金：一般 1700円、学生 1400円、
        シニア 1100円
※かぶっクラブ会員割引、障がい者割引適用あり

絶望の淵に立たされたとき、あきらめない少女の歌は奇跡を呼び寄せる。
家族のために結婚を強いられる魂のラッパー、ソニータは歌い、自らの運命を変えていくー

© Behrouz Badrouj


